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▲ 歓迎の宴での集合写真（下段右から 5 人目が和田秀豊）

垂
城
史
談

　『
垂
城
史
談
』（
以
下
、
史
談
）

は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
か

ら
発
行
さ
れ
、昭
和
九
（
一
九
三
四
）

年
十
二
月
の
第
九
号
ま
で
続
き
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
『
會
報
』
を
『
史

談
』
へ
名
称
変
更
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
発
行
は
中
断

さ
れ
、
第
十
号
が
発
行
さ
れ
た

の
は
戦
後
十
年
以
上
を
経
た
昭
和

三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
で
し
た
。

　『
史
談
』
は
以
後
の
昭
和
三
十
七

（
一
九
六
〇
）
年
三
月
の
第
十
四
号

ま
で
合
本
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
の
発
行
は
不
明
で
す
が
、

貴
重
な
写
真
が
残
さ
れ
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角
龍
平
）

貴
重
な
道
案
内
人

　『
會
報
』
と
『
史
談
』
が
貴
重
で

あ
る
理
由
は
、
垂
水
麓
の
重
要
な
歴

史
関
係
資
料
や
文
学
作
品
、
民
俗

資
料
等
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
記
録
に
は
垂
水
麓
の

名
家
の
家
系
図
を
は
じ
め
、『
浪な

み

の

藻も
く
ず屑

』
な
ど
の
和
歌
集
、
第
十
代

垂
水
史
談
會
報

　『
垂
水
史
談
會
報
』（
以
下
、會
報
）

は
垂
水
の
歴
史
・
文
化
な
ど
の
文
章

が
ガ
リ
版
刷
り
で
書
か
れ
、
垂
水
史

談
会
の
会
員
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ

た
機
関
誌
で
す
。
創
刊
号
の
発
行

は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
八
月

下
旬
。
会
員
は
宮み

や
は
ら
か
げ
と
よ

原
景
豊
（
歌
人
）、

前ま
え
だ
き
よ
の
ぶ

田
清
信
（
校
長
）、
樺か

ば
や
ま
げ
ん
ぱ
ち

山
源
八

（
校
長
）、
前ま

え
だ
か
き
ち

田
嘉
吉
（
校
長
）、

川か
わ
か
み
ま
さ
は
る

上
政
治
（
校
長
）、
杉す

ぎ
の
お
へ
い
い
ち

之
尾
平
一

（
校
長
）、
伊い

ぢ

ち

み

ち

ま

ろ

地
知
三
千
丸
（
警
部
）、

山や
ま
ぐ
ち
え
い
の

口
榮
之
（
専
売
官
吏
）
の
い
わ
ゆ

る
垂
水
麓
の
人
々
、
八
名
で
発
足

し
ま
し
た
。『
會
報
』
は
年
に
約
二

回
発
行
さ
れ
、昭
和
六
（
一
九
三
一
）

年
に
は
会
員
は
三
十
二
名
と
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

『
垂た

る

み

ず

し

だ

ん

か

い

ほ

う

水
史
談
會
報
』

『
垂す

い

じ

ょ

う

し

だ

ん

城
史
談
』

第 13回

　
右
の
写
真
は
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
に
和
田
秀
豊
（
洋

画
家
・
和
田
英
作
の
父
）
が
、
東

京
在
住
な
が
ら
史
談
会
顧
問
と
し

て
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
垂
水

に
帰
っ
た
時
の
集
合
写
真
で
す
。

一
緒
に
写
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
当

時
の
史
談
会
員
で
す
。

島
津
貴た

か
ず
み澄

の
漢
詩
集
『
廃は

い
ろ
く
し
こ
う

簏
詩
稿
』

の
ほ
か
、
垂
水
島
津
家
の
家
老
・

伊い
じ
ゅ
う
い
ん
け
ん
が
い

集
院
兼
愷
の
『
孝こ

う
か
ん
よ
へ
ん

感
餘
篇
』、

『
消し

ょ
う
ぼ
う
え
ん
か
く
し

防
沿
革
史
』、『
西せ

い
な
ん
の
え
き

南
之
役

私し
が
っ
こ
う
と

学
校
徒
の
従じ

ゅ
う
ぐ
ん
た
ん

軍
譚
』
等
、
数
多

く
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　『
會
報
』
と
『
史
談
』
は
、
教
育

委
員
会
で
発
刊
さ
れ
た
史
料
集
編

集
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
垂

水
市
立
図
書
館
に
は
そ
の
写
し
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郷
土
史

な
ど
の
研
究
の
上
か
ら
も
、
ま
た
、

今
後
研
究
を
行
う
も
の
に
と
っ
て

も
『
會
報
』
と
『
史
談
』
は
大
変

貴
重
な
道
案
内
人
だ
と
言
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
今
年
、
三
月
に
は

垂
水
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

▲ 垂水市文化会館に保管されている
　 『垂水史談會報』（右）と『垂城史談』（左）
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